
いちごドリルプリント

人類の出現と文明 名前

問1 日本列島における、生活用具の出現や技術の発展について、古いものから順に正しく並べた組み合わせを選びなさい。 （2018年 長野県公立入試 類似）

1. 打製石器 → 縄文土器 →
磨製石包丁 → 須恵器

2. 磨製石包丁 → 縄文土器 →
打製石器 → 須恵器

3. 縄文土器 → 打製石器 → 須恵器
→ 磨製石包丁

4. 打製石器 → 磨製石包丁 →
縄文土器 → 須恵器

問2 紀元前16世紀ごろ、中国の黄河流域におこった古代国家において、神への問いかけや占いの結果を記録するために、亀の甲羅や牛の骨に刻んで
使われていた文字を何と言いますか。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. インダス文字 2. 甲骨文字 3. 楔形文字 4. 象形文字

問3 大航海時代以降、南アメリカ大陸の太平洋側に位置する多くの国々では、現在もスペイン語が公用語として使用されています。このように、特
定の地域の言語や文化がヨーロッパの国家の影響を強く受けることになった歴史的な経緯として、最も適切なものはどれですか。 （2023年

山形県公立入試 類似）

1. ポルトガルが南アメリカ大陸の全
域を占領し、ラテン系の文化を強制
したため

2. イギリスがこの地域の国々と自由
貿易協定を結び、英語教育を普及さ
せたため

3. 地元の先住民がヨーロッパとの交
流を深める中で、自発的にスペイン
語を国語として採用したため

4. スペインがこの地域を植民地とし
て支配し、自国の言語や宗教を広め
たため

問4 紀元前5世紀頃のアテネなど、古代ギリシャの都市国家で見られた政治の仕組みについて、その特徴を説明したものとして適切なものはどれです
か。 （2022年 宮城県公立入試 類似）

1. カースト制度と呼ばれる厳しい身
分制度があり、特定の身分のみが政
治を独占していた。

2. 河川の治水を目的とした強力な王
権のもとで、官僚による中央集権的
な政治が行われていた。

3. 広大な領土を統治するために、各
地に知事を派遣して徴税を行う仕組
みが整えられていた

4. 労働を奴隷に依存する社会構造の
もと、市民が直接話し合いに参加す
る政治が行われていた。

問5 紀元前16世紀ごろに中国の黄河流域で栄えた殷王朝では、亀の甲羅や動物の骨に鋭い道具で文字を刻み、政治の重要な事柄を決定していました
。現在の漢字の起源とされるこの文字を何といいますか。 （2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 象形文字 2. 金文 3. 甲骨文字 4. 楔形文字

問6 日本の縄文時代と同じ時期、世界各地では大河の流域を中心に古代文明が成立しました。中国の黄河流域で発展した文明について述べた説明と
して、最も適切なものはどれですか。 （2019年 山形県公立入試 類似）

1. ナイル川の流域で、洪水の時期を
予測するために太陽暦を作り、死後
の世界を信じてピラミッドを建設し
た。

2. 黄河の流域で、高度な技術を用い
た青銅器が作られ、占いなどの記録
のために甲骨文字が使用された。

3. インダス川の流域で、モヘンジョ
・ダロなどの計画的な都市を建設し
、公共の浴場や下水道を整備した。

4. チグリス川・ユーフラテス川の流
域で、粘土板に楔形文字を刻み、独
自の天文学を発展させた。

問7 中国の古代文明において、現在の日本の日常生活でも使用されている文字のルーツが登場しました。この文字の成り立ちや当時の状況について
述べた文として、正しいものはどれですか。 （2015年 長崎県公立入試 類似）

1. 殷の時代に、亀の甲羅や動物の骨
に占いの結果を刻んだことが始まり
である。

2. 周の時代に、青銅器の重さを記録
するために数字として考案されたも
のである

3. 秦の始皇帝が、エジプトの象形文
字を参考にして独自に作り出したも
のである。

4. 漢の時代に、シルクロードを通じ
て西方から伝わった文字が変化した
ものである。

問8 次のア〜エに示す歴史的事象について、発生した年代の古い順に正しく並べたものはどれですか。
ア：渡来人によって須恵器の作製技術が伝えられた。 イ：聖武天皇の遺品などが正倉院に納められ、天平文化が栄えた。
ウ：足利義満によって明との間で勘合貿易が開始された。 エ：豊臣秀吉による朝鮮侵略の際、連れてこられた陶工により陶芸技術が広まった。
（2025年 岩手県公立入試 類似）

1. イ → ウ → ア → エ 2. ア → ウ → イ → エ 3. ア → イ → ウ → エ 4. イ → ア → エ → ウ

問9 日本の歴史における文化財や出来事について、年代の古いものから順に正しく並んでいるものはどれですか。鑑真が関わった唐招提寺の建立、
重源らが中心となった東大寺の再建、足利義政による銀閣（慈照寺）の建立、石見銀山などの銀鉱山の開発、徳川家康を祀る日光東照宮の造営
という5つのトピックの前後関係を基準に考えなさい。 （2015年 山口県公立入試 類似）

1. 唐招提寺の建立 → 東大寺の再建
→ 銀閣の建立 → 銀鉱山の開発 →
日光東照宮の造営

2. 唐招提寺の建立 → 銀閣の建立 →
東大寺の再建 → 日光東照宮の造営
→ 銀鉱山の開発

3. 東大寺の再建 → 唐招提寺の建立
→ 銀鉱山の開発 → 銀閣の建立 →
日光東照宮の造営

4. 銀閣の建立 → 唐招提寺の建立 →
東大寺の再建 → 銀鉱山の開発 →
日光東照宮の造営

問10 南アメリカ大陸の西側に位置するアンデス山脈沿いの地域において、15世紀から16世紀にかけて繁栄した先住民の国家について述べたものとし
て正しい名称を選びなさい。この国家は、マチュピチュに代表される精巧な石造建築技術を持っていたことで知られています。 （2022年

三重県公立入試 類似）

1. オスマン帝国 2. モンゴル帝国 3. インカ帝国 4. ムガル帝国

問11 古代中国の黄河文明で用いられた「甲骨文字」について、その特徴や歴史的背景を説明した文として最も適切なものを次の中から選びなさい。
（2017年 大分県公立入試 類似）

1. フェニキア人が考案した表音文字
で、のちのアルファベットの基礎と
なった。

2. シュメール人が粘土板に刻んだ文
字で、のちに周辺諸国へと広まった
。

3. 亀の甲羅などに占いの結果を記し
たもので、現在の漢字の起源となっ
た。

4. エジプトでパピルスという紙に書
かれた文字で、王の業績を記録した
。

問12 四大文明の一つであるメソポタミア文明について、その特徴や文化的な背景を説明した文として最も適切なものは、次のうちどれですか。
（2021年 徳島県公立入試 類似）

1. 黄河や長江の流域で青銅器文化が
発達し、亀の甲羅などに甲骨文字が
刻まれた。

2. ナイル川の定期的な氾濫を管理す
るために、測量術が発達し、太陽暦
や象形文字が使われた。

3. ティグリス川とユーフラテス川の
増水時期を予測する必要から、天文
学が発達し、太陰暦や六十進法が生
まれた。

4. インダス川流域で都市文明が発達
し、印章などに刻まれた独自の未解
読文字が使われた。


